
「砧の里」探検フォーラム
●「まち」をあそぶ●

寺
水の澄む街、心の澄む街、人が住む街、水巻町。

豊かな自然に恵まれた水巻町では

やすらぎ、いこい、豊かな気持ちで暮らせる
街づくりを目指して

「石占の呈づくり構想」を推進しています。
そこで

あなたにもっとこの「まち」を、知ってほしい。

あなたにもっとこの「まち」を、愛してほしい。

あなたにもっとこの「まち」を、遊んでほしい。

そんな願いを込めて、

〈「砧の里」探検フォーラム〉　をお届けします。

大山のぶ代さんをはじめとする

様々な分野で活躍している人たちの話に耳を傾けながら

あなたの「まち」を、あなたの暮らしを、

新めて見つめてみてください。
きっと、忘れかけていた大切なことに

出会えるでしょう。

◆と　き◆3月20日（土・春分の日）開場13：30　開演14＝°°
◆と　こ　ろ◆　中央公民館大ホール
◆問い合わせ◆　企画課



家
事
や
介
護
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

身
体
や
精
神
の
障
害
で
、
日
常
生
活
に
困
っ
て
い
る
障
害

者
や
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
家
庭
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

が
訪
問
し
て
お
世
話
を
し
ま
す
。

【
内
容
】
　
▽
家
事
の
お
手
伝
い
　
（
調
理
・
洗
濯
・
掃
除
・
買

い
物
な
ど
）
　
▽
身
体
の
介
護
　
（
食
事
・
清
拭
・
洗
髪
・
通

院
の
介
助
な
ど
）
　
▽
相
談
や
助
言

【
費
用
】
低
所
得
者
は
無
料
で
す
。
そ
の
他
の
人
は
、
所
得

税
額
に
応
じ
て
、
一
時
間
当
た
り
二
百
五
十
円
か
ら
八
百

六
十
円
で
す
。

合ったものを。

補装具の交付・修理
身体上の障害を補い、日常生

活を容易にするための補装具の　・

交付や修理を行っています。

補装具の種類によっては、医

師の意見書や身体障害者更生相

談所の判定が必要です。事前に

相談してください。

【対象者】身体障害者手帳を持

っている人

【種類】表参照

【費用】障害者本人や世帯員

（扶養義務者）の所得税額に　・
°

応じて費用負担があります。　．

脛、眼鏡、音大安全つえ、点字器

人工喉強

義肢、耗具、歩行補助つえ、率いず、
歩行器、収度器、廃位保持袈麓など

ストマ用装具（替便袋、蓄尿袋）

、障害程度に応じて交付の制限があります。

ガイドヘルパー

在宅の重度身体障害者が外出

するときに、付き深いとしてガ

イドヘルパーを派遣する制度で、

4月1日から実施されます。

【対象者】2級以上の視覚障害

がある人・脳性まひなどで1

級以上の全身障害がある人

【申し込み】利用する人は、期

日の7日前までに、社会課民

生係へ申し込んでください。

【費用】低所得者は無料です。

その他は、所得税額に応じて

1時間当たり250円から860円

です。

．ヽ

この制度は、重度の障害者に

対し、タクシーの小型、中型、

あるいはリフト付きタクシー

の初乗り料金を補助するもので、

4月1日から実施されます9

【対象者】身体障害者手帳1・

2級、療育手帳Ａ、特定疾患

医療受給者証を持っている町

民で、前年度の町民税が非課

税の世帯

【利用券】利用者は、北九州タ

クシー協会に加入しているタ

クシーに乗車するとき、町が

発行した利用券を使用します。

初乗り料金を
補助します。

…窓口が県から町へ
県の福祉事務所で行っていた事務の一部が
4月1日から町に移り、施設入所などの
受付は、社会課民生係が行います。



和し、一

一
時
的
に
介
護
者
の
代
わ
り
が
‥

必
要
な
と
書
に
・
・
・
。
‥

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
）

快
適
な
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に

介
護
用
品
を
給
付
し
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
の
給
付
と
貸
与

重
度
の
身
体
障
害
者
や
六
十
五
歳
以

上
の
寝
た
き
り
あ
る
い
は
痴
呆
性
の
老

人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
、
一
時
的

に
介
護
で
き
な
い
と
き
に
、
一
週
間
を

限
度
と
し
て
施
設
な
ど
で
預
か
り
、
お

世
話
し
ま
す
。

介
護
者
が
、
病
気
・
冠
婚
葬
祭
・
出

産
・
旅
行
・
介
護
疲
れ
の
休
養
な
ど
、

一
時
的
に
介
護
で
き
な
い
と
き
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
障
害
者

【
登
録
】
利
用
希
望
者
は
、
事
前
に
施

設
に
登
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

※
身
体
障
害
者
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

は
、
四
月
一
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

●
高
齢
者

【
費
用
】
一
日
に
つ
き
二
千
二
十
円
　
．

【
利
用
施
設
】
水
巻
松
快
苑
（
水
巻
町
．°

吉
田
）
・
遠
賀
園
　
（
遠
賀
町
浅
木
）
・

日
常
生
活
を
よ
り
快
適
に
す
る
た
め

在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
や
六
十
五
歳

以
上
の
寝
た
き
り
老
人
、
独
り
暮
ら
し

の
老
人
に
、
日
常
生
活
用
具
を
給
付
あ

る
い
は
貸
与
し
ま
す
。

●
障
害
者

【
対
象
者
】
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
　
（
障
害
の
程
度
に
応
じ
て

給
付
な
ど
に
制
限
が
有
り
ま
す
）

【
対
象
品
目
】
表
参
照

【
費
用
】
障
害
者
本
人
や
世
帯
員
（
扶

養
義
務
者
）
　
の
所
得
税
額
に
応
じ
て

費
用
負
担
が
あ
り
ま
す
。

●
高
齢
者

【
対
象
品
目
】
特
殊
ベ
ッ
ド
・
マ
ッ
ト

レ
ス
・
エ
ア
ー
パ
ッ
ト
・
車
い
す
・

腰
掛
便
座
・
歩
行
器
な
ど

【
費
用
】
低
所
得
者
は
無
料
で
す
。
そ

の
他
の
人
は
、
所
得
税
額
に
よ
り
費

用
負
担
が
あ
り
ま
す
。

㌢ 終 車 凍 食 器

薄圭館主 ．ま…・こ撫圭醸 浴槽、便器、特殊マット、入浴担架、特殊寝台など

、ハ0′コカ、1

篭勧タイプライター、電動ハブラシ、ワードプロ
セッサーなど

テープレコーダー、時計、電卓、音声式体温計、タ
イプライター、点字回書など

拳 墨字 東 本 崖内借考装置、通信装置
⑯ ∵ 鼓 藩主鍍 ガス警報器

議確守 攣自由斬敵 椙祉電話 （貸与）、ファックス （貸与）

村 瀬 凍 中 幕 競 酸素ボンベ運搬車

華 麺 療 画 廊 軽 透析液加湿器

塞秘由細錦車軒 ネブライザー

火災警報器などがあります。＊そのほかにも自

4
月
開
設
を
待
つ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

一日ゆっくり、
過ごせます。デイサービス

この事業は、4月1日から開始される在宅福祉サービス事

業の一つで、在宅の身体の弱い老人や寝たきり老人が、デイ

サービスセンターで一日いろいろなサービスを受けることが

できます。

デイサービスを受けるには、登録が必要です。希望者は、

社会課老人児童係まで申し込んでください。

【対象者】65歳以上の町民で、身体の弱い人や寝たきりで日

常生活を送るのに支障がある人

【事業の内容】

●基本事業　生活籍導・日常生活動作訓練・養護家族介者

護教室・健康チェック・送迎

●適所事業　入浴サービス・給食サービス

【場所】「水巻松快苑」デイサービスセンター（吉田－）

【利用料】1回につき500円

※4月1日から利用を希望する人は、3月25日までに社会課

老人児童係まで申し込んでください。

送迎には、マイクロバスを利用できます。
°　　°　　°　　°　　°　　°　　°　　°　　°　1　°　．　°　　°　　°　　°　　°　　°　　°　　°　　°　　°　　°　　°　　°　　ｔ ｔ　　°　　°　　°　　°　　°　　°　　°

安心して　お風呂に入れます。
入浴サービス

自宅で入浴することが困

難なお年寄りなどを対象に

特別養護老人ホームの入浴

設備を利用して、入浴サー

ビスを行っています。

【利用回数】1人遇1匝】程度

【利用施設】水巻松快苑（水
巻呵吉田）・遠賀園（遠

賀呵浅木）
※送迎は、施設のバスを利

用。

§詳しくは役場社会課晶鮎腎　ト

＿？
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2月13日、中央公民館講座「少年少女ボランティア
サークル」の子供たち45人が特別養護老人ホームを訪

れました。この講座は、9月に始まった学校週5日制
で休みとなった第2土曜日に行われています。子供た
ちは、切り絵やパッチワークなど4姓に分かれ、この
日のために作品を作ってきました。

「友達と話し合って参加しました。切り絵はむずか

しかったけど、喜んでもらえるかなあ」と心配そうな
桜木由香ちゃんと霜田沙彩ちゃん　帥叫、5年）。
小さな手で作られた作品には、大きな真心が込めら

れていました。

半
年
が
か
り
の

愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

少
年
少
女
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー
ク
ル

′才

と3㌢

本場中国の技にふれ′て
現代中国新造画家を講師に－水墨画教室

水墨画教室が、本場中国の先生を招いて月3回、
中央公民館で開かれています。
流暢な日本語で一人ひとりにアドバイスする先生

は、中国の天津紡織大学教師の曹亜鋼さん。4年前
に来日し、現在福岡教育大学の大学院で造形・デザ
インを勉強しています。先生の噂を聞きつけてか、
町内はもとより中間市や直方市などからも参加者が
あり、昨年の5月に始まったときは13人だった受講
生も今では25人に増えました。

「水墨画の微妙な光と影の美しさと、先生の人柄

でこの教室に来ています」と、受講生。
興味のある人は、ちょっとのぞいてみませんか。

連絡は、増田幸子さん（二・℡201－0703）まで。

語導葺平野治夫さんに
表彰状

九州地区体育指導員協議会功労表彰
九州各県の体育指導員が一堂に集まる九州地

区体育指導員研究大会が、2月19日から熊本市
民会館で開かれ、体育指導員・平野治夫さん（60
歳・頃末）が、九州地区体育指導員協議会の功
労者として表彰されました。

町のスポーツ・レクリェーションの普及と
振興に努めて20年になる平野さん、「これから
もスポーツの楽しさを皆さんに伝えるため頑張
ります」と喜びもひとしおです。



。［日ＴＳ
スポーツの結果

【混合ダブルスＡ級】．．
①三浦・緒方組　②京・船津組
【同Ｂ級】
①芳賀・前田組　②宮村・安部組

2月10日号、まちのわだいの「遠賀郡各町
対抗駅伝競走大会」結果の中で、マラソン
高学年「大林まき」さんは「大村まき」さ
んの誤りでした。訂正し、おわびします。

久陣巧鉢くん

4年3月30日生まれ

（古賀団地）

巧弥くんと手を
つないで散歩で
きる日をパパと
ママは．楽しみに
しています。元
気で明るい子に
なってね。

天野邦太くん

4年3月21日生まれ

（富田三）

こねいもの知ら
ずの我が家の翔
太王子様です。
元気にすくすく
育ってね。

掲載を希望する人は、誕生日の前日知日前まで
に庶務係へ申し込んでください。（毎月2人まで）

て

30歳未満の人を対象に講
座「コミュニティーカル

チャー・ヤング水巻」が
7回のコースで行われて

います。内容は、茶の湯

作法やボウリングなど趣

向をこらしたものばかり。
受講生には女性に混ざっ

て男性の姿も見られます。
3月3日、●5回目の今回

はフラワーアレジメント
です。

「いろんな人とお友達

になれました。こういう

講座があれば、また参加

したいですね」と、孫田
和子さん（下二・20歳）。

次回は、広島県呉市へ
のバスハイク。楽しみで

すね。

／‾、ヽ

若さにチャレンジ！
コミュニティーカルチャー・ヤング水巻

ヘルパーさんに
心強い「助っ人」

「優しい笑顔と優しい言葉」をモッ
トーに、ホームヘルパーは多忙な福

祉活動を行っています。福祉サービ
スも多様化し、要望に応えるため、
ヘルパー活動用軽自動車を購入しま
した。ヘルパーさんには心強い「助っ
人」の登場です。この自動車には、

よりキメ細かな福祉活動ができるよ
うにと、電子レンジや掃除機などの

備品が備えつけられています。

「ただで福祉を受ける時代ではなくなりました」
と話すのは、福岡県立大学教授の鬼崎信好さん。
3月1日、中央公民館で約40人が参加して『社会

社会福祉を
考える

福祉を考える』をテーマに講義が開かれました。

これは政治にもっと関心を持ってもらおうと、町　住民のための政治学級
選挙管理委員会と中央公民館が主催した「住民のた

めの政治学級」で、3回行われる講義の第一回目。
急速に進む高齢化社会の現状や問題点について、参
加者は興味深く聞き入っていました。



健康づくりシリーズ◎

参
じ
口
器

寝
た
き
り
を
怖
く

）5（

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
は
、

一
日
の
流
れ
に
沿
っ
て
、

寝
た
き
り
を
防
ぐ
生
活
を

見
て
み
ま
し
た
。

目
覚
め
た
ら
、

ま
ず
起
き
上
が
ろ
う

く
な
る
・
わ
き
の
下
、
舌
、
皮
膚
が

乾
燥
す
る

ベ
ッ
ド
か
ら
足
を
下
ろ
し
て
、
腰
掛

け
る
姿
勢
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
安
定
し

た
姿
勢
に
す
る
た
め
に
、
テ
ー
ブ
ル
な

ど
を
前
に
置
き
、
そ
の
上
に
手
を
乗
せ

て
身
体
を
支
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ベ
ッ
ド
の
高
さ
は
、
下
肢
の
長
さ
プ
ラ

ス
1
0
ｃ
ｍ
程
度
が
適
当
で
す
。

腰
を
掛
け
た
ら
鏡
を
見
て
、
洗
面
や

歯
磨
き
、
髪
の
手
入
れ
、
ひ
げ
そ
り
、

お
化
粧
を
す
る
な
ど
、
身
だ
し
な
み
を

整
え
ま
し
ょ
う
。

《
楽
な
着
替
え
方
》

脱
ぐ
と
き
・
・
身
体
の
動
く
側
か
ら

着
る
と
き
・
・
麻
痺
し
た
側
か
ら

食
事
の
後
は
、
腸
が
動
き
出
す
の
で

便
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
排
便
の
習

慣
を
つ
け
る
た
め
、
ト
イ
レ
に
座
り
ま

し
ょ
う
。

ト
イ
レ
は
、
洋
式
の
方
が
立
ち
上
が

り
が
楽
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
手
す
り
を

付
け
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
は
、
ベ
ッ
ド
と
同
じ
高
さ
に

な
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

和
式
ト
イ
レ
に
簡
易
便
座
を
使
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
慣
れ
る
ま
で
は
、
介
護
者
も
付
き

添
っ
て
あ
げ
れ
ば
安
心
で
す
。

お
帰
り
な
さ
い

外
出
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、
一
日
の

様
子
を
話
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
の
人
と

共
通
の
話
題
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

す
。
家
で
の
入
浴
は
、
介
護
が
大
変
で

す
が
、
次
の
こ
と
を
参
考
に
し
な
が
ら

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
脱
衣
場
に
は
、
い
す
を
用
意
す
る
。

◇
浴
室
の
入
口
や
浴
槽
の
周
囲
に
は
、

手
す
り
を
工
夫
す
る
。

◇
床
や
タ
イ
ル
に
は
、
滑
り
止
め
を
付

け
る
。

◇
身
体
を
洗
う
と
き
は
、
腰
掛
け
る
。

◇
洗
い
場
の
腰
掛
け
は
、
浴
槽
の
高
さ

と
同
じ
に
す
る
。

園
水
分
は控
え
め
に

夕
食
後
は
、
水
分
を
取
り
過
ぎ
る
と

夜
間
の
排
尿
が
多
く
な
り
ま
す
。
夜
9

時
以
降
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

身
体
を
清
潔
に
保
ち
、
全
身
の
状
態

を
整
え
る
う
え
で
も
、
入
浴
は
大
切
で

「
ご
ち
そ
う
は
、
お
し
ゃ
べ
り
で
す
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
家
族
同

志
の
交
流
は
大
き
な
支
え
で
す
。

※
介
護
者
の
心
が
け

「
何
が
な
ん
で
も
、
私
が
世
話
を
す

る
ん
だ
」
と
い
う
考
え
を
捨
て
、
「
介

護
し
過
ぎ
な
い
」
　
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
，
つ
。

無
理
を
し
な
い
よ
う
、
ゆ
っ
く
り
、

大
き
く
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

何
よ
り
大
切
な
の
は
、
み
ん
な
で
一

緒
に
食
べ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
お
年

寄
り
は
、
脱
水
が
大
敵
で
す
。
お
茶
や

水
を
コ
ッ
プ
一
杯
く
ら
い
は
飲
む
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

《
脱
水
の
徴
候
と
発
見
》

元
気
が
な
く
な
る
・
う
つ
ら
う
つ
ら

す
る
・
微
熱
が
で
る
・
尿
量
が
少
な

た
ま
に
は

外
出
も
・
・
・

「
ど
こ
に
も
行
き
た
く
な
い
」
と
か

「
他
人
に
会
い
た
く
な
い
」
と
家
に
閉

じ
こ
も
っ
て
ば
か
り
の
生
活
を
始
め
る

と
、
寝
た
き
り
生
活
の
始
ま
り
で
す
。

◇
出
掛
け
る
場
所
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
窓
口

●
役
場
　
（
健
康
対
策
課
・
社
会
課
）

含

2

0

1

－

4

3

2

1

●
遠
賀
保
健
所

定

2

0

1

－

4

1

6

1

●
社
会
福
祉
協
議
会

合

2

0

2

－

3

7

0

0

●
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

含

　

（

0

9

2

）

　

7

6

1

－

6

1

6

1

〔

く2回目〉

●と　き　3月24日（水）午前9時

30分～10時受付
●ところ　中央公民館大ホール

●テーマ　生活の中で役立つ運動

－歩くことからバリエーショ

ンを広げます－

●講　師　讃井英子さん（スタディ

オ・パラデイソ主宰、アメリ

カ・エアロビクス・フィットネ

ス協会公認インストラクター）

く1回目〉

●と　き　3月16日（火）年前9時

30分～10時受付

●ところ　勤労者体育センター

（中央公民館駐車場横）

●テーマ“歩ぐ’ことを始めよう

－楽しく、安全に－

歩く健康教室が
始まるよ！

ませんが？

始めようと決　●講　師　生田純男さん（宗像市

削こぜひ参加してください。　アクアドーム勤務・健康運動指

■問い合わせ／健康対策係　導士）

鼠



今お持ちの国民健康保険証（藤色）は、3月31

日で有効期限が切れます。次の日程で新しい保

険証（桃色）を交付しますので、切り替えの手

続きをしてください。

◆切り替えに必要なもの

（Ｄ今までの「保険証（藤色）」と印鑑

②遠隔地被保険者は㊧の保険証

③遠隔地の学生は⑳の保険証（引き続き⑳保

険証の交付を希望する人は、在学証明書ま

たは学生証の写しが必要です）

◆保険証をなくした人は、身分証明書（免許証

などの写真付きの証明書）が必要そす。

保険証の切り替え日程
●とこう　役場101会議室

●受付期間　午前9時一午後4時

三案6 ｍ＝題〇〇〇書喜8－ ；ｉ三■■Ｅ■■悪

凄 こ轟強 昏 ＿・

午前
立屋 敷 ・伊左座 ・みず ほ団

地 ・二 ・二団地 ・下二 ・人江
興産社宅 ・林住宅

慈 贈 恥

葱・．′、．、．1′アブ 午後
吉田－ ・吉田二 ・吉田三 ・書

田団地 ・鯉 口団地 ・鯉口団地
分譲 ・美吉野団地 ・宮尾台

プ　ア
守 一駒 鳴 、

午前

頃未南北 ・玖 ・高尾団地 ・古

貨 ・新生街 ・梅ノ木団地 ・中
央区

■ 氷 「

午後
高尾団地 ・樋口 ・猪熊 ・猪熊

町住 ・おかの台 ・古賀団地

こ
れ
ま
で
何
度
催
告
し
て
も
何
ら

連
絡
の
な
い
人
、
約
束
を
守
ら
な
い

⑳
催
告
書
発
送
か
ら
六
か
月

以
内
に
差
し
押
さ
え
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

支
払
い
は
、
た
ま
れ
ば
た
ま
る
ほ

ど
困
難
に
な
り
ま
す
。
年
度
を
越
し

た
滞
納
税
は
早
期
に
滞
納
整
理
に
取

り
組
み
ま
す
。

納
期
内
に
納
税
し
て
い
る
人
と
の

均
衡
を
図
る
た
め
、
〓
疋
期
限
を
過

ぎ
た
滞
納
税
に
は
年
利
1
4
・
6
パ
ー

セ
ン
ト
の
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

町
で
は
自
主
納
税
を
勧
め
て
い
ま

す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

④
滞
納
税
に
は
、
年
利
1
4
・
6

パ
ー
セ
ン
ト
の
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
ま
す

、7

伊
年
度
を
越
し
た
滞
納
税
は

直
ち
に
差
し
押
さ
え
に

着
手
し
ま
す

国保樹を届紗すると
保贋証も辞せません

固険証を返してもらう

特別の事情がないのに、国保税を滞納している

世帯主からは、保険証を返してもらいます。ただ

し、その世帯に老人医療などを受ける人がいる場

合は、別に保険証をお渡しします。
ノ■■鴫

田格証明書を交付

保険証を返していただいた世帯には、代わりに

「被保険者資格証明書」を渡しますので、これに

よって診療を受けてください。

固療矧まあとで払い戻し

「被保険者資格証明書」で診療を受ける場合は、

一時全額を支払うことになります。あとで国保か

ら払い戻しを受けることができますが、このとき、

滞納保険税を全額納付していただきます。

町
で
は
、
税
の
滞
納
整
理
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
方
針

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

再
三
の
催
告
に
も
応
じ
な
い
滞
納

者
に
は
、
国
税
徴
収
法
に
も
と
づ
く

不
動
産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
う

と
と
も
に
、
財
産
調
査
を
徹
底
し
、

税
負
担
の
公
平
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
特
別
な
事
情
で
現
在
納
付
で
き

な
い
人
は
、
放
置
せ
ず
、
納
税
相
談

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

納
税
誓
約
取
扱
基
準
を
設
け
、
滞

納
額
に
応
じ
て
担
保
を
出
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
納
税
保
証
人
を
た
て
て

い
た
だ
い
た
り
し
ま
す
。

¢
何
年
も
か
か
る
納
税
猶
予
は

担
保
や
保
証
人
を

出
し
て
も
ら
い
ま
す

給
与
や
銀
行
預
金
、
売
掛
金
な
ど

の
差
し
押
さ
え
は
、
い
づ
れ
も
不
都

合
や
不
利
益
を
伴
い
ま
す
。
自
主
納

税
に
よ
る
完
納
が
一
番
で
す
。

㊧
差
押
調
査
は
、
不
都
合
、

不
利
益
を
伴
い
ま
す

町
税
の
滞
納
処
分
や
財
産
調
査
は

税
務
署
と
同
じ
法
律
に
よ
っ
て
行
い

ま
す
。
調
査
は
、
銀
行
、
勤
め
先
、

取
引
先
な
ど
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

∵
十
．
ふ

差
し
押
さ
え
の
た
め
の

財
産
調
査
を
徹
底
し
ま
す

人
、
い
つ
ま
で
も
完
納
し
な
い
人
に

は
、
催
告
か
ら
六
か
月
以
内
に
差
押

通
知
書
が
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



国民年糊料ｌま絹が引0，500円に変わります

ｒ、
＼、

′■ヽ

ゆとクある老優を迎えるために－

併願の引き上げにご虜カください。

平成5年4月から国民年金保険料が、これまでの

月額9，700円から月額10，500円に引き上げられます。

これは老齢基礎年金などの年金額の改善に伴うもの

で、給付と負担のバランスをとるために毎年段階的

に引き上げられています。

年金制度は、保険料を納めている働く世代と、年

金を受けているお年寄り世代との支え合いの仕組み

によって成り立っています。誰もが安心して老後を

迎えることができるように、保険料の引き上げに

ご理解とご協力をお願いします。

※付加保険料はこれまでどおり月額400円です。

4月‖旧から

利でオトウノ

国民年金保険料は、前納ができることをご存じで

すか。前納すると毎月納める手間が省け、納め忘れ

がありません。そのうえ保険料が割り引かれますの

で、とてもお得です。

4月に平成6年3月までの1年分を前納する場合

の保険料は、下の表のとおりです。

詳しくは、役場国民年金係にお尋ねください。

●平成5年度の国民年金保険料額

■■固闇肥膜ほ■漢 定額保険料＋付加保酎 斗

毎月納めた場合 （10，500円×12月） 〔（10，500円十400円）×12月〕

126，00 0円 130 ，800 円

前納 した場合

●

122，9 60円 127，640 円

割 り 引 き 額

●
3，04 0円 3，160 円

老人医療の一部負担金が改定されます。

平成5月4月1日から、老人医療一部負担金

が右の表のとおり変わります。これは今後も見

込まれる老人医療費の増加にともない、匡上市

呵村や制度を支える現役世代とお年寄りとの負

担を適切に行い、老人保健制度の運営の安定を

図るためです。

また、平成7年度からは消費者物価の変動率

に応じて改定されます。

※老齢福祉年金受給者で、住民税非課税世帯の

入院一部負担金の額は、これまでどおり1

日300円で、2か月間を限度に負担します。

塩養㌶憲豪等㌫藁
平成錘 3月3用鈷薫定演語数葦葦

ノＶくン・ヵ′Ｖ、羨㌶態誉薫蒸

㌍蕾モ※空域や売笑薫譜討享慈裳滋漂
洋才誉笈守 で

9 0 0 日

一
6 0 0 円

－

問い合わせは－役場保険医療係

ガ



町
営
住
宅
の

入
居
者
を

募
集
し
ま
す
◎

∴＿∴言∴遥〆

次
絆
に
該
当
す
る
こ
と
0

聞
昭
和
2
7
年
1
月
2
8
日
（
平
和
条
約

発
効
日
）
　
に
日
本
国
籍
を
離
脱
し

た
人
で
、
昭
和
2
0
年
9
月
2
日

（
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
日
）
　
以

前
か
ら
引
き
続
き
国
内
に
在
留
し

て
い
る
人
と
、
そ
の
直
系
卑
族

（
子
や
孫
）
　
で
国
内
に
生
ま
れ
、

引
き
続
き
在
留
し
て
い
る
人
。

（
水
巻
町
内
に
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
人
に
限
り
ま
す
）

㈱
水
巻
町
内
に
外
国
人
登
録
を
し
、

引
き
続
き
六
年
を
超
え
て
居
住
し

①
高
齢
者
＝
平
成
5
年
1
月
1
日
現
在

7
0
歳
以
上
の
人

②
身
体
に
重
度
の
障
害
を
持
つ
人

、
一
申
し
込
み
は
住
宅
課
へ
　
ｌ

早
め
に
お
い
で
く
い
だ
さ
い

●
申
し
込
み
は
一
世
帯
二
戸
し
か
で
き

ま
せ
ん
。

●
申
込
用
紙
は
3
月
1
5
日
か
ら
役
場
二

階
の
住
宅
課
管
理
係
で
配
布
し
ま
す
。

●
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

タ

●平成5年度第1回町営住宅（空家）入居募集戸数
団 地 名 ｌ 種 別 ｌ

∈■臣■喜
間 取 り ｌ 家 賃 ｌ

喜巨套ま∃雉

、議 瀾敦 、層 ‡地 ・、′＿
ミ∈∋．∠ゝ止も　⊂⊃ 中耐5 階建

6－4．5－4．5－Ｋ
6－6－4．5－Ｋ
6－6－6－Ｋ

16，000円
ｉ

20，000円
1 5．．こ；㌍ 桜熔躯 妾

・巌

田＿ン三′、、、

43～ 混 合 簡耐2 階建 6暢4．5－4．5－Ｋ
4．5－4．5－4．5－Ｋ

10，000円
～

10，500円
ワ

薄酸

、‾、准 、、

栄 榊牒薫 ！ノ．
適 塘簡 郵 終 混 合 蘭耐2 階建 6－6－4．5－ＤＫ 9，200円 1

′．‾．′＿毒擁 ！．衰顔 ま‾ ミＥｉ．∠ゝ
ノ比　⊂⊃

中耐5 階建 6－6－ＤＫ 12，000円 ワ

1 種
木造平屋建
簡耐平屋建

6－4．5－3－Ｋ
6－6－ＤＫ

8，500円
～

9，300円
4

、嶺 …ン；一本 幸

2 種 木造平屋建 6－4，5－Ｋ 8，700円 1

す ．
義

1 種 中耐3 階建 6－6－6－ＤＫ 35，000円 1

モ

2 種
中耐4 階建 6－6－4．5－ＤＫ 32，000円 2

とは続
中耐4 階建 6－ＤＫ 21，000円 2

（常時募集）

※二団地は、各戸に駐車場が有ります（有料） 合　 計 4 0

入
居
の
申
し
込
み
は

3
月
1
5
日
か
ら
4
月
2
日
ま
で

●
申
し
込
み
受
付
期
間

ｌ
鱒

て
い
る
人
。

吉
田
団
地
の
身
障
害
者
向
け

住
宅
も
同
時
募
集

3
月
1
5
日
（
月
）
～
4
月
2
日
（
金
）

●
申
し
込
み
資
格

①
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

こ
と
。

②
現
に
同
居
し
て
い
る
親
族
が
あ
る
こ

と
。
ま
た
は
同
居
し
ょ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
こ
と
。
（
結
婚
の
予
定
者

を
含
み
ま
す
）

③
申
込
者
と
同
居
親
族
の
収
入
の
合
計

が
、
入
居
収
入
基
準
以
下
で
あ
る
こ

と
。
（
下
の
収
入
基
準
の
年
収
早
見

表
を
参
照
く
だ
さ
い
）

④
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

⑤
家
賃
の
支
払
い
な
ど
に
つ
い
て
、
確

実
な
連
帯
保
証
人
が
一
人
い
る
こ
と

⑥
入
居
す
る
世
帯
の
全
員
が
、
団
地
内

で
円
満
な
社
会
生
活
が
で
き
る
こ
と

⑦
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑧
外
国
人
の
場
合
は
、
①
の
代
わ
り
に

こ
の
住
宅
は
、
段
差
を
少
な
く
し
て

車
イ
ス
で
屋
内
や
屋
外
の
移
動
が
で
き

る
構
造
の
住
宅
で
す
。

●
募
集
戸
数
　
1
戸

●
申
し
込
み
資
格

町
内
に
居
住
す
る
下
肢
障
害
1
・
2

級
該
当
者
で
、
車
イ
ス
で
生
活
し
て

い
る
人
。

ニ
団
地
内
の
住
み
替
え
も

受
け
付
け
ま
す

町
営
住
宅
五
階
建
の
三
階
以
上
に
、

引
き
続
い
て
三
年
以
上
居
住
す
る
高
齢

者
な
ど
で
、
居
住
す
る
団
地
の
二
階
以

下
を
希
望
す
る
人
の
住
み
替
え
を
受
け

付
け
ま
す
。

●
対
象
者

住
み
替
え
の
対
象
と
な
る
の
は
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
人
で
す
。

●収入基準の年収早見表（サラリーマンの場合）

ｌ′一一一、0 ′．大 、′．、一、－－Ｉ

申 込 者 以 外 の．同 居 （扶 養 ）親 族 の 人 数

Ｉ ′′′‾1・′：柔、－、犬と・、′′．．．妻巨塞 ニ、：．′望ニ、人 ｉ 3　 人

；ご；≧…；琴登；…；；誓 、‾窒；、…、．′

豪

；…悪

漢鋲

第

種

2，20 8，000円 2，708 ，000円 3，2 08，0 00円 3 ，660 ，000円 4，09 6，000円
ｉ ～ ｉ ～ ｉ

3，59 1，999円 4，02 7，999円 4，4 63，9 99円 4 ，903，999円 5，33 9，999円

琴

麺

2，207 ，999円 2，70 7，999円 3，2 07，99 9円 3，659，999円 4 ，095 ，999円
以下 以下 以 下 以下 以 下



亨問い合わせは

水巻町役場……20ト4321

中央公民館・‥・＝20ト0401

総合運動公園

（体　育　係）……20ト4000

（テニスコート）……201－5757

町民体育館……201－3936

えぶり　山荘……202－6230

身障者センター…・＝20ト0794

社会福祉協議会……202－3700

親子

たこあげ大会

き　3月28日⑧午前

10時受付

○ところ　遠賀川河川敷

（献付近）

（雨天のときは中央公民館）

中央公民館

かいとぜんざいキ

0肩い合

※当日ｉ

を用意しています。

精
神
障
書
巻
家
族
の

集
い
を
開
催
し
ま
す

遠
賀
保
健
所
で
は
「
精
神
障
害
者
家

族
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
3
月
2
6
日
　
（
金
）
午
後
1

時
3
0
分
か
ら

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
会
議
室
　
（
吉

田
グ
ラ
ン
ド
横
）

●
講
　
演
　
「
心
の
病
を
持
つ
患
者
さ

ん
を
理
解
す
る
た
め
に
」

●
講
　
師
　
野
見
山
　
晃
さ
ん
　
（
県
立

太
宰
府
病
院
精
神
科
医
師
）

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
所
含
2
0

1

局

4

1

4

6

番

●
通
行
料
金
　
4
月
1
日
午
前
0
時
か

ら
全
線
、
普
通
車
三
百
六
十
円
、
大

型
車
七
百
二
十
円
の
均
一
料
金
に
な

り
ま
す
。

●
料
金
の
支
払
い
　
通
行
料
金
は
、
入

口
料
金
所
で
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
出
口
料
金
所

は
撤
去
さ
れ
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
と
な

り
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
九
州
自
動
車
道
な
ど
か
ら

北
九
州
都
市
高
速
道
路
に
乗
り
継
ぐ

場
合
は
、
門
司
・
馬
場
山
の
本
線
料

金
所
で
両
道
路
の
通
行
料
金
を
合
わ

せ
て
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
北
九
州
高
速
道

路
公
社
北
九
州
事
務
所
℡
9
2
2
局

6

8

1

1

番

童
扶
養
手
当
な
ど
の

払
臼
が
変
わ
り
ま
す

老
人
児
童
係

こ
れ
ま
で
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
支
払
日
が
土
・
日
曜

日
、
祝
日
に
あ
た
る
場
合
は
、
支
払
い

を
そ
の
翌
日
以
降
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
4
月
か
ら
は
、
支
払
い
の

方
法
が
変
わ
り
、
支
払
日
の
前
日
、
あ

る
い
は
前
々
日
の
平
日
に
繰
り
上
げ
て

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
老
人
児
童
係

建
設
工
書
の
入
札
参
加
者
は

4
月
1
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

管
財
係

平
成
五
年
度
と
六
年
度
に
町
が
発
注

す
る
、
建
設
工
事
の
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
業
者
を
受
け
付
け
ま
す
。

現
在
登
録
し
て
い
る
業
者
も
新
た
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
　
4
月
1
日
～
4
月
1
5
日

（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
除
く
）
　
午
前

8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

●
受
付
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
財
政
課

管

財

係

℡

2

0

1

局

4

3

2

1

番

訪
問
販
売
の
卜
一
つ
ブ
ル
は

「
訪
問
一
一
〇
番
Ｌ
へ

㈲
日
本
訪
問
販
売
協
会

平
成
3
年
7
月
1
日
か
ら
、
新
聞
の

訪
問
販
売
に
は
「
訪
問
販
売
等
に
関
す

る
法
律
」
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
消
費
者
を
保
護
す
る
た
め

事
業
者
が
訪
問
販
売
を
行
う
場
合
の
一

定
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。

●
次
の
よ
う
な
勧
誘
行
為
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

（

①
ウ
ソ
を
つ
い
て
講
読
を
迫
る
こ
と

②
お
ど
し
て
困
ら
せ
る
こ
と

●
新
聞
講
読
の
訪
問
勧
誘
を
受
け
た
と
き

に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
販
売
店
名
や
新
聞
名
を
確
か
め
る
。

②
い
ら
な
い
と
き
は
ハ
ッ
キ
リ
断
る
。

③
申
込
書
　
（
契
約
書
）
　
に
署
名
・
押
印

す
る
場
合
は
、
内
容
を
よ
く
読
ん
だ

う
え
で
す
る
。
（
安
易
に
印
鑑
を
渡

さ
な
い
）

④
訪
問
販
売
取
引
で
は
、
契
約
　
（
申
し

込
み
）
　
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書

面
を
、
消
費
者
に
交
付
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
講

読
申
込
書
　
（
契
約
書
）
　
を
も
ら
い
、

確
認
の
う
え
保
管
す
る
。

⑤
何
か
困
っ
た
と
き
は
「
訪
問
二
〇

番
」
　
に
相
談
す
る
。

訪
問
販
売
を
利
用
し
て
困
っ
た
こ
と

が
生
じ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
訪
問
一
一
〇

番
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
す
。

き

　

（

0

9

2

）

　

5

7

5

局

2

7

9

8

番

※
受
付
／
月
曜
～
金
曜
　
（
祝
日
は
除

く
）
　
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

Ｊ／Ｊ



要撃　定県詔 書旦モ覧芸輿 享晶是宗吾隻福用 楷 朝
憲蔑　　　　　　　　　 前、延
の　定定時時制

一援午　 不品ヲた昌
0　をＩＩ

と、　　　　　香合　ン　時25　　北で連週　日　　　　　対筑

・ここことリーノーここ一一ニー－さ　　れこここここ　　　　 ・・こ．Ｈだこミ
∴

第2 回福岡県

ターゲット・バー柑 ルフ大会

●と　 き　 3 月28日（日）

受付／午前 9 時～　 開会／

10時　 スタート／10時30分

●ところ　 遺棄川河川敷猪熊

公園夕十ゲットバードヨル

フ場
●参加資格　 4 人で編成され

たチーム

●参加料　 500円／人

●申し込み・問い合わせ

3 月19日までに社会教育課

体育係 （総合運動公薗管理

事務所内）へ

； ●　　　 ●　　 ●　　　 ●　● ！ 転
南 部 箪 環 等

4 月 ‾凛．払 自 由
畠■■・・・．ここ・附

間 編 数 教 時 試 ／　日　願「募 学 ・

さつノ珂・・－こ　　　　　 い　入 学　　 30 験 午 ／ 書 集　　 編笠Ⅱ麗⊥　 合 考 ．科 分 日 後 午 受 入 科 人

わ　査 社　 ‡　　 5　後 付　員　　 生
せ　　 ∠ゝ 補　　 3　時 1　　　 並 徒．⊥ 転 ＿＿≡

意
　 （　　ヱ耳　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1∃

国 ・充　　 月 ｌ時　 3　各 通　の
鞍 語 理 入　　 25　8　30 月　学 科 募
手 ・ 科 学　　 日　時 分 19 年　　 集
甘　．或料転義

サ薬迄前澤錨
同　数 ・考　　 （　　 ～　目　と　　 を

必　椒　査　　 木　　 8 Ｉ も　　 ノ‾！嫌 利用挙‾雷獣 料受け付けは 第 ・百鰐 榔 公・一 筆 手 芸　 ） 時 24 若　 禁 ・／、

・ 日　干　　 ま

5　　 曜 平

噂喝結い た ず ら 、：Ｔ、；禦 遜

．1ミ

最近、警察官の名前を優って

町内の主婦を対象に無差別に電

話をかけ、家庭内のことを聞き

出すという悪質な 「いたずら電

話」が多発 しています。

警察では、嘗さんに電話をか

ける場合には必ず、警察署名と

係名氏名を名乗っています。

ご　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　 ●　　　 ●　●　●　　　 ●

闇紺附帯射
て瀾繍鵠闇酎
●　　　 ●　　　 ●　　　 ●　　　 ●　　　 ●

；票窯業蔓歪一芸一芸 芸 腰 慈 了

故　政　敵　故　故　放射所「‾⊥「ター桝

不審な電話のときは、相手の要件を尋ね、いったん電話を切ってかけ直すようにしましょう。●問い合わせ　折尾普察署℡691局0331番
、、モ、、ハノＵｒ′ノ、、1ノで、一ミ於豊てこ　　こノミ、“・・′え・油1，－渠箪葦鎗∴蒸裁薄肉廃藩葦帯締‾桓‾．潅：；‾・く鸞銀牌．‾無線車耗轟も・厳野と疇渚約殖串庫事如

拙 裾 萱　 脂憲
（檎蒙）　　　　　　　　　　　　 前 々 月分 の振 替

…　　 ‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 済料金をお知ら
業　 吉　 票　 票　　　　 田円讐豊・隅．　 せします0

冠　　　　　　 は㌫削年　月分　月薫 月。日

故　 放　 散　 故　 政　 宗 ‾ ‾ 「 推 監禁
前　　 閑　　 古　　 瀧　　 助　　　　 下水遥糾全　　　　　　　 円　　　 の検針から

曽 田 豊 夢 妾 賀 雫 下 雷 管 斐　 慧 ：忘 ましたので細らせしけ．円　 です。

ジ　孝 芙 喜　　 悦　　 春　　 工　　　　　　　　 水郷相裸
ユ　雄　 由　男　典 之 悦 雄 主　キ　利　　　　　 ℡20い432－

蔵施藤並噂鱒 療養紆釜で行

われました。

カ　様 美 様 子 様 子 横 広 様 一
様　　 様　　 様　　 様　　 様　　 様　 寮哀言誉裳

Ｊ Ｊ



カラ・パタール（5，545ｍ）から、ヒマラヤの大パノラマを仰ぐ。左からチャンツェ（7，550ｍ）、最高峰チョモラ

ンマ（8，848ｍ）、ヌプツェ（7，879ｍ）。〔1992年4月1日・松尾氏撮影〕

合
わ
せ
ま
し
た

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
思
う

ま

つ

　

あ

た

か

も

り

松
尾
高
林
さ
ん

（
5
9
歳
・
み
ず
ほ
団
地
）

細
「
こ
れ
は
幸
運
な
写
真
な
ん

松
尾
さ
ん
か
ら

に
載
せ
て
い
る
山

の
写
真
を
頂
き
、
水
墨
画
教
室

で
は
記
念
に
と
曹
先
生
か
ら
そ

の
場
で
措
い

き
ま
し
た
。

頂

「
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
は
、
や
は
り
世
界
の
山
の
王
で
す
。
荘

厳
な
感
じ
で
思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、

ふ
も
と

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
　
（
別
名
エ
ベ
レ
ス
ト
）
　
の
麓
を

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
　
（
山
歩
き
）
　
し
て
き
た
松
尾
高
林
さ
ん
。

二
十
代
か
ら
温
め
て
き
た
念
願
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
行
き
を
、
気

力
と
体
力
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
う
ち
に
と
、
定
年
ま
で
二
年

を
残
し
て
退
職
。
昨
年
三
月
、
山
仲
間
九
人
と
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
に
出
発
し
、
十
五
日
間
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然
に
浸
っ
て
、
そ

の
雄
大
な
山
々
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
き
ま
し
た
。

「
シ
ェ
ル
パ
ー
や
ヤ
ク
の
お
世
話
に
な
り
、
強
烈
な
迫
力

で
迫
っ
て
く
る
白
い
神
々
の
山
を
毎
日
拝
み
な
が
ら
、
目
的

地
へ
向
か
う
感
動
は
、
言
葉
に
は
言
い
表
せ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
周
囲
に
北
ア
ル
プ
ス
の
槍
ヶ
岳
を
大
き
く
し
た
よ

う
な
山
々
を
眺
め
、
一
句
浮
か
び
ま
し
た
」

「
前
横
も
　
後
ろ
を
見
て
も
　
槍
ヶ
岳
」

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
一
望
で
き
る
カ
ラ
・
パ
タ

ー
ル
の
丘
に
着
い
た
と
き
は
快
晴
で
、
雪
が
風
に
飛
ば
さ
れ

て
起
こ
る
　
〝
雪
煙
〟
を
従
え
た
神
秘
的
な
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
が

雄
姿
を
現
し
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
幸
運
で
し
た
。
プ
ロ
の

カ
メ
ラ
マ
ン
で
も
な
か
な
か
訪
れ
な
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
。
カ
メ
ラ
の
不
調
を
気
に
し
な
が
ら
、
無
我
夢
中
で
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
押
し
ま
し
た
」
と
感
動
の
体
験
を
語
り
ま
す
。

カ
メ
ラ
は
、
簡
単
に
写
せ
る
自
動
の
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
。

気
圧
の
た
め
か
狂
っ
て
し
ま
い
、
何
度
も
動
か
な
く
な
っ
た

り
、
独
り
で
に
動
き
出
し
た
り
し
て
大
変
で
し
た
。
最
後
に

広
報
の
仕
事
を
し
て

時
に
は
怒
ら
れ
た
り
、
取
材
拒

否
に
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
役

場
の
中
で
は
味
わ
え
な
い
鰻

に
出
会
え
ま
す
。
し
か
し
、

残
っ
た
た
っ
た
一
本
の
フ
ィ
ル
ム
で
、
雪
煙
が
舞
う
チ
ョ
モ

ラ
ン
マ
を
撮
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

写
真
は
、
南
部
公
民
館
の
開
館
記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
一

つ
と
し
て
、
四
月
十
二
日
か
ら
館
内
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

念
願
が
か
な
っ
た
松
尾
さ
ん
の
も
う
一
つ
の
計
画
は
、
桜

前
線
と
紅
葉
前
線
の
追
跡
で
す
。
桜
前
線
を
迫
っ
て
北
上
し
、

し
ば
ら
く
北
国
で
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
し
な
が
ら
滞
在
後
、

今
度
は
逆
に
紅
葉
前
線
を
追
っ
て
南
下
す
る
と
い
う
壮
大
な

計
画
。
大
き
な
夢
を
語
る
松
尾
さ
ん
の
目
に
、
尽
き
る
こ
と

の
な
い
男
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
し
た
。

（

嘉
瀧
・
凛
識
＼
貨
鵬
増
盾
農
務
握
爛
熟
粛
諭
▼
　
州
害
一
義
遜
逼
鮪
鱒
尊
貴
膿
辱
汁
判
痴
柵
富
？
一
ｑ
Ｑ
ｇ
（
3
．
一
）
畠
博
一

昌
初
巳
＼
素
堪
即
詳
ヽ
み
　
上
，
叱


